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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）

＜連絡事項＞

・安全対策管理委員会より～各受け持ちで転倒・転落評価の入力を3/31(土)までに行って下さい。
　　　　　　　　　　　　　入力：安全対策管理委員会→H23→転倒・転落評価

＜患者連絡事項＞

・大石　清志様～今朝、「夢で自分の中にもう一人の自分がいて、お前の左半身はもう死んでいる…と言われ、左半身がすーっと消えて行った」「夢だと分かっているけど先生に言った方がいいと思って」と訴えあり。
　　　　　　　　主治医へ報告し、以下の内容で臨時薬の内容変更となっています。
　　　　　　　　　セロクエル(精神神経用剤)(150)→(200)へ増薬
　　　　　　　　幻覚・妄想の有無や日中の活動性・夜間の睡眠状態の観察行って下さい。

・中森　みや子様～頭痛・嘔気軽減したとの事で、臨時薬飲み切り止めとなっています。

・川村　幸子様～予測指示、同内容で3/24(土)まで指示出ています。
・多田　うめ様～予測指示、同内容で3/25(日)まで指示出ています。

＜要注目患者様＞

・切明　茂雄様～昨日、身辺整理の際、自室チェスト上へリフレックス(精神神経用剤)３錠置いているのを発見しています。本人は「目が痛くて、どれか分からないけど試しにそれを抜いていた」と話されています。

　　　　　　　　上記、主治医へ報告し様子観察・服用時(3/7(水)・3/8(木)就床前薬)の状況の検証・確実な服薬の徹底の指示出ています。

　　　　　　　　本日は服薬時、錠剤を見ている事ありますが、すぐに服用する事出来ています。服薬に対しての不満・訴えは聞かれていません。

　　　　　　　　服薬状況の確認・日中の活動性・夜間の睡眠状態の観察行って下さい。
・中川原　義雄様～落ち着きの無さ・他干渉・わざと他者にぶつかる等、継続して見られています。深夜帯にて下半身を露出しトイレに行く事ありますが他者への接触・トラブルはありません。

　　　　　　　　　本日は、眠気ある様子で臥床している事多く見られています。午前は「頑張っていく」と話し、散策プログラムへ参加されています。気分の高揚見られず、終始穏やかに散策されています。帰院後も、気分変動は無く落ち着いて過ごされています。

　　　　　　　　　今後も、気分高揚による他者とのトラブルに注意し観察行って下さい。また、振り返りを行い自制促して下さい。

　　　　　　　　※本日奥様の面会あり。3/24姉様の娘様が結婚式をするとの事で本人へ出席の有無について確認したところ、「行ってもいい」と普段の様子と違う点があったと奥様話されています。精神症状に変化が現れるかもしれないとの事ですので、日課の取り組み・睡眠状態など観察お願いします。

＜発生事故振り返りミーティング＞
・切明　茂雄様の事故の振り返りミーティング行っています。
	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	　　　　　3月　　9日　　　　13時30分～13時40分

	
	

	実施場所
	西Bミーティングルーム

	
	

	参加者
	藤原、小笠原、橘、野々上、石岡、長濱、三和

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	切明　茂雄様　内服薬を自己調整している事が発覚

	
	

	
	

	原因分析
	・服薬時は、スタッフの前で内包から掌に薬を出してから飲んでいた。
→掌にのせた際に薬を選んだ可能性がある。十分な観察が必要だった。

・就床前薬服薬時は、複数の患者様が薬を飲みに来る時間帯であった。

・目の不調について、本人からの訴えは聞かれていなかった。



	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・投薬時は、一人一人の患者様に対し焦らず時間を持って対応と観察を行う。

・本人の服薬に対する認識、理解度を把握した上で必要性と自己調整の危険性
　について説明していく。

・本人の訴えや精神症状をこまめに観察し、行動の前兆を見逃さない。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


